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地域住民の健康観・保健行動の関係に関する研究
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旧大東町の誘致により開設した東京女子医科大学看護学部は今年で８年目を迎えた。 掛

州 市 への 合併 を機 会に、こ れま で行っ て きた 公開講 座・健 康
づく り 応援 実践 セミ ナ ー ＭＯＮＡＣ

の 活動・ 学 生・ 教 職員 の交 流等 が、 大 東 地域 住民 の健 康 観・ 保健 行 動 に どの よ う な影 響
を

も たら した か につ いて 検討 し、 今 後の 活動 が 地
域に 根 ざした もの に した いと 考 乏 た。 大東

地域 の住 氏 ７遂４ 名 を対 象に調 査 を した結果、 有 効回 答 は４０２ 名 で男性 ！７６ 名、 女 性 ２２６ 名

で あっ た。 公 開講 座や 公開 セ ミナ ー、 健 康へ の調 査 等を 通 して、 大 東
地域 の住 民 の 「健 康

観」 を 高 め 「健康 の維 持・ 増 進」 の動 機 へと 結 びつ いて いる こ と が分 かっ た。 さ ら に学習

したこ と が、 日常 生 活の 申で 実践 で きる ため の 企画 や シス テム の構 築
が必 要 であ るこ と が

示 唆さ れた。 大東 地域 で学 生が生 活す るこ と での影 響 は 「町 が活性 化 し
た」 「「町 が明るく

なっ た」 「挨 拶を する 学生 から元 気 をもらう」 な ど学 生 は肯定 的 に受け 入 れてい るこ とが わ

かっ た。 一方、 学 生 は地 域の 方々 と の 交流 で 「自 然の 美 しさ」 だ け でなく の 体 験や
地域 の

方 に 支え ら れ 「住 民」 と して 生 活 ができ る よう に なっ たと 考 えら れる。 看護 学 部へ の関 心

は、 「キ ャ ンパス 祭」・ｒ看 護学 実習」 な
どの学 生との 交 流を通 して関心 が 高まっ て いるこ と

がわ かっ た。 今 後は、 さ ら に教 職員 や 学生 が
一 体 とな り住 民 の二 一 ズに 応え ら れる 取り 組

み をする こと が看 護学部 へ の発 展に 結 びつ く と思 わ れる。

【は じめに】

大学 の地 域貢 献は、 各領 域の 専門 分野 で広く

認 識さ れ実践 さ れるよ うに なっ てき た。 雑 誌 記

事索引よる文献検索ではこの５年間に大学の地

域 貢献 に関 して １２５ 件 の報告 があ った。 主なも

の は、
「ス ポ ー ツ ヘ の 取 り 組 み に 関 す る こ と」、

「大 学 と 地 域 と の 連 携 によ る 新 し いま ち づく

り」、 「大学 の生 涯教育 の発 信 地」、
「大学 の図 書

館 の地 域へ の開 放」 な どであ る。

看護学の領域では、「健康づくり運動の一環

と して のま ちの 保健室」ユ〕「ナー ス クリニ ック」

２〕「市民 への 健康情 報 の発信 地」３）な どの開設、

「育児 や子 育て の支 援」 幻 の ための プＵ ジェ ク

ト、 高 齢者 を対 象
と する 「健 康相 談・ 生活 支援

活動」５〕、 保健 所 と協働 して の 「健康 な
町 づく り

計画」６〕、 地 域の ｒ看護
職員 に対 しての 支援」７〕

等 が行 われ ている。

旧大東町の誘致により開設した東京女子医科

大学 看護 学部 は今 年で ８年 目 を迎 克た。 この 度

掛川 市へ の合 併 を機 会に、 こ れま で行っ てき た

公 開講座・健康 づく り応 援実 践セ ミナ ー ＭＯＮＡＣ

の 活動・ 学生 ・ 教職員 の交 流 な どが、 大東地 域

住 民の 健康 観・保 健行 動 に どのよう な 影響 をも

た ら したの かにつ い て検討 し、 今 後の 活動 が地

域 に根 ざしたも のに なるよ う に したい と考 えた。

【研究方渕

１．研 究対 象： 大東 地域 の在 住 者
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２．調 査の 依頼 と回 収： 調 査用 紙の 配布 は、 大 東

地域 の区 長会 を通 して調 査の 趣 旨を説 明 し、

各班 長の方 への 調査用 紙 の配稀 を 依頼 した。

調 査用 紙は３８２班 に各２ 部の計 ７７４部配 稀 し

た。 回 収 は調査 対 象者個 人で の郵 送と した。

３．調 査期 間： 平成 １ ７年！ ０月

４．調査 の内 容：① 公開 講座・公開 セミ ナー や健

康実 践セ ミナ ーの 参加 回数 やそ の活用 につ い

て、 ②当 看護 学部 が実 施 した 「保 健や 健康 の

調 査」 へ の協カ につ い て、 ③ 学生 が大 東地 域

で生活することや交流を通して ④看護学部

へ の 関心 につい て行 った。 質 間紙 は、 選択 式

と 」部 記 述と した。

５．倫理 的配 慮： 掛州 布 企画 調整 部、 研 究対 象 に

研究の趣旨と研究結果は①持統計的に処理す

る ので個 人 が特 定さ れない こと、 ② 研究 以外

に使 用 しない こと、 ③ 調査 への 参加 は自 由で

あり 強制 さ れるも ので はな いこ とを文 書 で説

明 し、 返 信の あっ たも のにつ い ては同 意 が得

ら れ た も の と し
、
研 究 の 対 象 と し た。

６．デー タの 分 析： 統 計書処 理 は統 計解 析ソ フ ト

Ｓ Ｐ Ｓ Ｓｖｏｎ４１０ を 使 い た。 記 述 内 容 は ラ ベ

ル 化 し カ テ ゴリ ー 化 し た。

代 ９４ 名（２３．４％）、 ６ ０ 歳 代 ８ ８ 名（２１．９
％）の州頁

で、 性別 で同 じ傾向 がみ ら れた（図 ２）。

翻１ 地憂男１鰯窃数と回答数
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慨究結果】

Ｉ． 公開 講座 ・健 康セミ ナ ーへ の参 加に つい

て

１．研 究対 象 者の 背景

質 間 紙 の 回 収 は ４２２ 名 （５４．７％） で あ り、

研 究協力 者 の 属性（地 区・年 齢・性別）に 回答 のあ

っ た ４０２ 名 （５２．１
％） を 分 析 の 対 象 と し た。

性 別 は 男 牲 １７６ 名 （４２．６％）、 女 性 ２２６ 名

（５６，２％） であっ た。 各地 区 への調 査用 紙 配布

数 と回答 数 は図 １ に示 め した。 地区 の 回答者 数

は 最 少 が 五６ 名’（３．９％）、 最 多 が ３９ 名 （９．７
％）

であ った。 調 査用 紙の 配痴 の割 合か ら みる と、

上土 方地 区 ３６ 名 （７３．１％） で最も 回答 が多 か

っ た。 次 に、 国 浜 地 区 ３４ 名 （６５．４％）、 土 方 地

区 ３ ６ 名 （６２．５％）、 三 井 地 区 ３２ 名 （５９．３％）、

浜 野 地 区 （５８．３％） で あ っ
た
。

回答 者の 年齢 構成 は図２ に示すよ う に５ ０歳

代 の方 が最 も多く １ ３６名（３３．８％）、次 に４０ 歳

「
…

図・ 輔と鯛

‘㍗㌣ゲ
２１公 開講 座、 健 康 セミ ナ ーへ の 参加

１９９８年 から ２００４年 ま での７ 年間 に実 施 した

公開講 座、 健康 セミ ナー の 内容 は資 料 １・ ２ に

示 すよう に ６３ 回行っ た。 こ の公 開講 座、 健康

セミ ナー へ の参加 者 は ７８ 名、 延 べ参 加者 数は

３６４ 名 で あ っ た。 参 加 回 数 の 多 い 順 に ４０ 回、

３２ 回
、 ２１

回
、 １９ 回

（各 １ 名） で あ っ た。 １～

３回 の参 加者 で６１．５４％ を占 めた（表 １）。各回 の

公開 講座・健 康 セミ ナー への 参加 者は １名 か ら

１８ 名 で あ っ た。

参加 が １５名 以上 の 公開 講座、 健康 セミ ナー
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は、１９９８ 年 に開催 した「生 活習 慣病 を防 ぐ食 事」

１８名、 ２０００ 年の 「ひ ざ・ こ しの痛 み予 防」 １６

名、 １９９９ 年「お 茶の 効用」１５ 名 であ った。 公 開

講座、 健 康セ ミナ ーを 開始 した １９９８ 年 から の

参加者と大東地区の参加者とその割含について

表２に示した。 全参加者の約半数は太東の住民

が 占 め て い た。 資 料 ２ お よ び 資 料 ３－１，
３－１

に は地 域別 の参 加者 数 を示 した。

３ 回 ９ 名
、
１ 回 ６２ 名

、
２ 回 ２０ 名 で あ り、 １－２

回 で８５％ を占 めた（図３）。 ③見 学者 の年 齢別 で

は ３０歳 代 から ６０歳代 で ９４．８％ を 占め た。そ の

年 齢の多 い順 に ５０歳 代３ ２名（３３．０％）、 ４０ 歳

代 ２４ 名 （２４．７
％）
、 ６０

歳 代 ２１ 名 （２１
．
７）
、
３０

歳代 １５ 名（１９．９％）であ っ た （図４）。 延 べ見 学

者 数の年 代も ５０ 歳代 が最も多 く ４０ 歳 代、 ６０

歳代、 ３０ 歳代 と 同 じ傾 向 がみ ら れた。

表１ 公開記座・便鷹セミナーの讐加 人教

参加回数 人数（名） 参加回数 人数（名）

不 参 加 ３２４ ８ 回 ５

１ 回 ２３ ９ 回 １

２ 回 １９ １９ 回 １

３ 回 １２ ２１ 回 １

４ 回 ４ ３２ 回 １

５ 回 ３ ４０ 回 １

６ 回 ３ 合 計 ４０２

７ 回 ４

表２ 公開 講 座・健 康 セミナ
一への参加 数

開催

回数

全体の参

加人数

大東町

の参加

人数

大東町

の参加

割合（％）

１９９８ 年 ５ 資 料 なし

１９９９ 年 ６ ８９７ ５４８ ６１．１

２０００ 年 ８ ７５９ ２８３ ３７．３

２０㎝ 年 ９ ８７６ ３６８ ４２

２００２ 年 ９ ８８１ ３２５ ３６．９

２００３ 年 １３ １２２７ ６１８ ５０．４

２００４ 年 １３ １１２６ ３５４ ３１．４

合 計 ６３ ５７６６ ２４９６ ４３，２

図３ 古岡 弥生岨 念館 の見学

５ 回
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３
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，
３
，
３％
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，
９
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２ 回，２０，

２１％
１ 回
，
６ ２
，

６４％

３．吉岡弥生記念館特別展の見学

吉岡弥生記念館 （以下記念館） は吉岡弥生に

関す る 資 料 や医 学 関係 の 展 示 だ けで なく、 「看

護と ケア の特 別展 示コ ーナ ー」 （ＭＯ ＮＡ Ｃ）を

併 設 して いる。 「看 護と ケア の特別 展 コー ナー」

の一角には毎年当看護学部が住民の方を対象に

健康や食事等に関する調査結果をパネルで展示

して いる。 そ の記 念館 では 資料 に示す よう に ５

回の特 別 展を 開催 した。 ①見 学 者数 は ９７ 名、

性 別 で は、 男 性 ４ ０ 名（４１．２％）、 女 性 ５７ 名

（５８．８％）で 女性 の 見 学者 が 多 かっ た。 ② 見 学回

数は ５回 全て見 学 され た方 が３名、 ４ 回３ 名、

人警。

３０

２５

２０

１５

１０

奥４ 吉 岡弥 生記 念館 見学 者の 年 齢別 回数

画 ５回

回 ４回
｝二
一
＝
一：
一

口 ３回

圓 ２回

：｛一：一二

圃 １ 回

ｌｌｌｌ：１：二

１ 一
■
一
１
一
一

・：
一
｝ ：一＝

＝一：一＝一：

年餅 〆 評炉武ぺ〆

５． 当看護学部で実施 した保健や健康に関

する調査への協カ

看護学部では過去７年間に２４回の住民を

対 象 に した調 査を 実施 した。 調 査の 内容 は毎

年実施 している 「健康や保健行動」、「食生活

に関す るこ と」、 ｒ在 宅タ ーミ ナ ル」 な どであ

り
、
そ の 調 査 へ の 協 カ 者 は １０１ 名 （２４．６％）、

延 べ協カ 者 は ３１６ 名 で、 性別 で は男 性 ４５ 名

（４５．５％）、 女 性 ５４ 名 （５４．５％） で
あ っ た。
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年齢別 で は５０ 歳代 が ４ 割を 占め、 次 に４０ 歳

代 ２４ 名 （２４．
２％）
、 ３０
歳 代 （２０．２

％） で あ っ

た （図 ５）。 地 区 ごとや年 齢 につい ては 地区 や

年齢 によ る差 は昆 ら れな かった。

調査 への 協力 回 数は ２～３ 回が ４６名、 １ 回

２７ 名 で計 ７３ 名 （７３．７％） であっ た （図 ６）。

４ 回 以 上 の 協 力 者 の 割 合 は、 男 性 が １６ 名

（３６．６
％）、
女 性 １１ 名 （２０．４％）

と 男 性 の 参

加 回 数が多 かっ た。 特 に ７ 回以 上の協 カ 者 ４

名 は 全 員 男 性 で あ っ た。
’

人 蜂
５ 年齢別調査協カ回籔

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

年齢

固５回

㎜ ４回

口 ３回

團２回

團１回

｝｝｝二

１
圭≡

葦１

図６ 調 査 へ の 協 カ回 籔

いと う」 へ報 告書 を読 んだ者 は １４９ 名 （３７．１％）

であ り、 最多 が２ ４件 ７ 名、 ２３ 件２ 名、 １６ 件

４名 であ り、 １件 ～２ 件 が５０ 名 （３３．６％） を 占

め た
。
性 別 で は 男 性 が ６０ 名 （４５．６

％）
、
女 性 ８１

名 （５４．４％） で 女性 に多く 読ま れて いた。２４ 件

読 ま れ た ７ 名 のう ち ６ 名 は 女性 で あっ た。

「調査」 への参加回数と「広報だいとう」を読む

回数 は有 意に 差が ある こと から、 調 査へ の参加

回数が多い者が広報を読む回数が多いことがわ

か っ た （ｐ〈０，００５
）。

表３ 「広罰だいとう」を読んだ看の 性別と人籔

性別 性別

回数 男性 女性 合計 回数 男性 女性 合計

Ｏ １０８ １４５ ２５３ １０ ２ ２ ４

１ １３ 、２ ２５ Ｈ ２ ２ ４

２ Ｈ １４ ２５ 、２ Ｏ １ １

３ ５ １０ １５ １３ １ １ ２

４ ７ Ｈ １８ １４ １ ０ １

５ ９ ５ １４ １６ １ ３ ４

６ ６ ７ １３ ２３ ２ Ｏ ２

７ ３ ３ ６ ２４ １ ６ ７

８ ３ ３ ６ 合 計 １７６ ２２６ ４０２

９ て １ ２

４
８
４％

８％

１５

１５％

４６

４６％

團１回

２７
團２～３回

２７％ 口４～５回

㎜５回 ～６回

固 ７回 以 上

４．「広 報 だい とう 〃こ掲 載さ れた Ｍ◎ ＮＡ
１
Ｃ

（Ｍｕ８ｅｕ血 ｏｆ Ｎ ㎜８ｉｎｇ ＆ Ｃａｒｅ）企 画 委 員

会活動の一環として実施した調査載告

１９８８年 から２００４年の ７年 間に２ ４ 回に わた

り ｒ健康」 に関する調査結果は 「広報だいとう」

へ 報告 した。報告 内容 は資 料 に示す が、 「広 報だ

５。 公 開講 座 ・ 健康 セミ ナー へ の 参加、 吉岡

弥生記念館見学、「広載だいとうＪ への健康調

査等の報告書の読者、 調査ほ協力 したことで得

た学習や情報の活用恒ついて

① 「公開 講座 ・健 康 セミ ナー への 参 加」 「吉

岡弥生記念の昆学」「広報だいとう」への健康

調査等の報告書を読むこと」「調査への協力」で

得た 情 報の 活用 は、 図 に示す よう に ４段 階 に分

けて 調査 した 緒果、 「よく 活用 した」 「時々 活用

した」 方 は ５２ 名 （２０．０％） で あり、 「あ まり 活

用 し て い な い」 「活 用 し て い な」 が ２０８ 名

（８０．０％） を占 め た（図 ７）。 こ れら の 情 報の 活

用 に は、 性別 や年 齢、 公開 講座 や健 康セ ミ ナー

への 参加 回数、 記 念館 の見 学、 「広 報だ いとう」

の 報 告書 を読 む 回数 には 差 がな かっ た。

自由記述による 「健康増進」 のために活用し

た こ とは、 「食生活 の改 善」や 「疾 病 に対す る知

識の増加とそれの実践」「運動」が主であった（表

３）
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表３ 得た椚報の目常生活への活用

活用している内容 件数

食生活の 改善 １２

疾病に関して無織の増加と実践 ６

運動に関すること ５

自宅での命護に活かせた １

集団検診に参加した １

講座への希望 ５

’
② こ れらの 企画 で知 り得 た情 報 につい て回

答 の あった ２０３ 名 を ４ 段 階 に分 けた調 査で は、

「健康に大変気をつけるようになった ∬ 時々気

をつ ける よう になっ た」 方 が９ ４名 （４７，１％）

であ り、 ｒあ ま り 変 わ らな い」 「変 わ ら な い」

１０７ 名 （５３．９％） で ｒあ まり 変わ らない」 「「変

わら ない」 と 回答 され た方 が多 かっ た （図８）。

「健康に気をつける」ことと「性別」「年齢」 「公

開講 座・健 康 セミナ ーへ の参 加回 数」 「記念 館の

見学 回 数」 には差 が なかっ た。

次 に 「健康」 につ い て気 をつ けるこ と （白由

記 載） は、 食 事 に 関
す る こ と が ２８ 件 （４７．５

％）

で、 その 内容 は食材 の 選択・ 摂取 方法 ・疾 病予

防の ため の食 生活 であっ た。 続 いて、 健康 促進

の た め の 運 動 ２５ 件 （４２．
３％） は

、
健 康 増 進 の

ため の運 動や 疾病予 防 のた めの受 診、 ス トレス

解消 であ り、 健康 を増 進する た めの予 防・ 食生

活・ 運動 に生 かさ れて いる のが わかっ た（表 ４）。

蒙４ 得た仙罰で邊距に気を付けていること

気を付 けていること 件数

食生活 食材の選択 ９

食生清の大切さ フ

濠取方法 ３

バランスのよい食事 ２

疾病の予防のための食事 ７

健厳促進 健簾促進と運動 １６

老後の健簾は自分で管理 ２

健康に関 心を持った ４

ストレスの解消 ３

生活習慣病 生活習慣の改善 ３

予防のための健診 ３

「

図 ８ ｛コ竈 に 気 をつＩナる よう に なった 蠣 含

変 わ らない

３７
大 変 気をつ け

１脇
るようになっ た

２ １
、

１眺

≡≡／
ｌ≡鱒 鷲

一３

あまり変 わ’
３珊

な い

７０

３５眺

＿
二 ニニ ニ ニ ニ ニ ニニ ニ ⊥ 」

■ …

③調 査 に協力 した こと によ る 「健康 への意 識

の 変 化を４ 段階 でみ ると、「大 変気 をつ ける
よう

になっ た」「時々 気を つけ るよう に なっ た」を ６４

名 （６３．４％）、 「あ ま り気 をつ けな い」 「気を つけ

な い」 ３７ 名 （３６．６％） であ り、 前 者 の
「気 をつ

ける群」が多 かっ た （図９）。

幽滞㍗欝∴
徽
３２

気をつけ

るよう１二なっ

た
，
４９
，
蜘 鴨

次に 気をつ ける よう になっ た事柄 は、 食事と

運動 に関 する こと が複 数回 答 で２６ 件あ った。
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食 事 に 関 す る こ と は、 「塩 分や 糖 分を 控 え る」

「野菜を多く一「バランスよく」「旬のものを食

べる」 な どで あっ た。 運動 は 「体 を動 かす」 「ウ

ォー キ ング」、 「健康 管理」 で は 「自分の 体 は自

分で管 理す る」 「タ バコ の本 数を 滅ら した」 「マ

ッサー ジ」 「ス ト レス 解消 法」な どについ て実 施

され ている こ と がわかっ た（表 ５）。

表５ 醐 劃二協カずることでの優 蘭二対する意厳の変化

変 化 し た 内 容 件数

食事生活 塩分を控えめにする ξ

バランスよく採る ２

コレステロールを取り過ぎない ２

食生活に注意する ２

伝統食を取る １

貧泣にならないように食べる １

旬のものを取る ‘

緑黄色の 野菜を取る １

果物を取る １

糖分の取りすぎに注意する １

奮事と適当な運動をする ８

適度な運動をする ２

タバ１の本数を減ｂした １

健 劇こ輿味を持った １

自分の体は自分で管理ずる ２

６． 「健 康
づく り 実践 応援 セミ ナ ー」に つい て

２００３年 に開 始 した 介護者 のた め に体の 動 か

し方 や体 の拭 き方、 車椅 子の 操作 な ど介護技 術

習 得 を 目 的と した「健康 づ く り 実践 応 援 セミ ナ

ー」を 実 施 し た。 し か し、
こ の セ ミ ナ ー に 対 す る

希 望 ではなく、 表６ に 示すよ う に 「健 康増 進」

に 関する 内 容 であっ た。多 い順 に記 載す ると「病

気 に関 する こと」４３ 件、 こ れに は 「血管 系の疾

病 に 関す る こ と」 「ひ ざや骨 な ど整 形外 科 に 関

すること」 認知症」「心の闘題」 ｒがんの早期発

見」 に 関する こと であ った。 次 に 「食生 活」 や

「ダイエ ッ ト」が３９件、 「健 康管 理」２８ 件、 「小

児に 関す るこ と」 １Ｏ 件、 「 「地 域との 連携」 で

は
、
「地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー で の 開 催」

「地 域づく り と密着 したアイ デア がほ しい」 な

どの 希 望 が あ っ た。
ま た、 健 康 の た め に セ ミ ナ

ー に 参加 した いとの 意欲 のあ る方 が５ 名あっ た

（表 ６）。

表６ 希望するセ ミナーの内容

項 實 件数

食生活 食生 活に関すること ２至

ダイエッ トに関する こと （肥溝） ７

食生活と健康 ２

局齢者の食生活につ いて ３

生活習憤痛を防く食生活 ２

糖尿・腎臓溝食事療法 ２

糊理講習会 １

食晶の効用 コ

健康管

理
健康管理に関すること ８

生活習慣病に関すること ６

更隼期につ いて（努女） ８

薬に関すること ２

頭髪に関してのこと １

運動 気 轍こできる運動 ｏ

病気１一

関 す る

こ と

整 形 外 科 に 関 す る こ と ８

血管系に関すること ９

が ん 矛 防、 阜 期 発 見、 治 療 に 関 す

る こ と
５

ア レルギーに関すること ２

糖 尿樹こ関すること ２

心の病気に閥してのこと ６

心の病気に関してのこと ６

認知症に関すること ５

小蜆 小児の健康 に関すること １０

セ ミ ナ

’

闘 催

過 去 に 実 施 し た セ ミ チ ー 開 催 の 希

望
４

セ ミ ナ ー 開 催 日 時 ・ 闇 催 場 所 の 希

望
３

セ ミナー参加への意欲 ５

地域との連携に関して ５

報告書

の内容

「広報だいとっｊへの報告 はわかり

易く
１

受講 希望 を ４ 段 階で調 査 した結 果、 「機 会を

作っ て 受け たい」 「機 会 があ れ ば受 けた い」方 を

含 めると ８ 割 の方 が希望 さ れて いた（図 １０）。 性

別 での差 が 見ら れな かった が、 年代 で は、 ５０

歳 代、 ４ ０ 歳 代 の 関 心 が高 か っ た （図 １１）。
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図 仙 セミナ ・ へ の 受 記 希 蟹

表 苓

一
機会淋 ｉ
れ欝げ

；ｌｌ

∴戸 萩 扇
邊４回０ ３ 團

１００ ｕ 晒 ２ 回

目 、 回

昌ｏ

田ｏ

≡

｛ｏ …、

皇ｏ

ｏ

努評評評評彬

Ｉ．東京女子医科大学看護学部が大東に設置

さ れた こと で の影 響 につ い て

１． 学 生 が大 東地 域で 生 活す るこ と につ い て

の 変化 は つ いて

学 生 淋大東 地域 で生 活す るこ とに つい ての

変 化 につ い て は、 「若 人効 果 で 町が 活 牲化 し

た」 ３５ 件で は ｒ駆 が明 るく なっ た」 「活力 を

感じる」 「若い人が増えてうれしい」「挨拶を

する 学生 から元 気 をも らう」 な どであ っ た。

反面 「影 響を 受け てい ない あるい は、 変 化が

ない」 の 意見 も １４件 あっ た。 そ の意 見と し

て は「土 方以 外に は見 かけ ない」 「個 人と して は

変化 がな い」な どであっ た。 「学 生と の交 流に 関

する」２９ 件 の内 容は、 「高 齢者 との ふれ あい を

来たい」 「看護学実習を通しての幼稚園や小申

学校の実習」 「学生が主体になって地域との交

流 を積極的に してほ しい」 「交流会への参加 が

楽 しみ」 「大東の よ いとこ ろ を知っ て ほ しい」な

ど学 生が地 域の 方と 接する 機 会を 多く 持っ てほ

しいと の意 見 が多 か った。ま た、 「健康 や看 護に

対 す る 関心 が 高ま っ た」 「学 校の 存 在 を もっ と

Ｐ Ｒ したほ う が いい」 「地 元 の子 供 が進 学を 目

指 してほ しい」 な ど、 大 学 ができ たこ とを 歓迎

す る意 見 が多 かっ た（表７）。

表７ 学生が地域で生活することでの影響

影 響 す る 内 容 件数

活性化 学生淋いることで明るい・葦やぐ 柵

活気が出た、活き活きしている 仙

挨拶で元気をもらえる ３

身だしなみに注意している １

影響は受けていない（変化がない） １４

住宅の増カ竈 １

交 流
実習での掌生のがかわりに対する

感謝と期待
７

合唱 ２

高齢者とのふれあいを期待 ８

ボランティア落動を通して ４

生落することや行事を通し更に交

流してほしい
蝸

健康への意識の陶上 ６看 護学部

への関心 医 療 看護に関心を持った ２

進路選択に関与している ２

女手医夫に関心を持った １

福祉に関心を持った １

もっとＰＲを 看護学部の存在のＰＲを ５

町のステー

タス
町のステータス向上になる ２

２
．
学 生 と の 交 流 に つ い て

、

１） 「ふ れあう 機 会」 につ い ては、４ 段 階に 分

けた調 査 では、 「多く あっ た」 ｒ時 々あ った」 が

８９名 （２３．９％）、 「あ まり な かった」 「なかっ た」

（７４，１％） であり、 ふ れあ う 機会 が 少ない こと

がわ かっ た（図 １２）。 「ふ れあう 機 会」 は、 性別

や 年 齢、 地 区 に
よ る 差 は な か っ た。

２） ｒふ れあう 場 所」 と して、 学生 の保育 園・

幼 稚 園・小 中学 校・保 健福 祉 セ ンター・老 人福 松

施設での 「看護学実習」 を通 してが最多で ７７

件、 次 に 「大 東キ ャ ン
パス 祭」 ５９ 件、 「地 域の

行 事」 ３１件、 「登下 校」 ２３ 件、 「買い 物」 ２２ 件

で あ っ た （図 １３）。
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図１２ 学生との 交流の 拠会

な が った

多くあっ

た

δ

２０２

５４％

榊
５１／
１ ％

時々 あつ

た

８４

２３跳

か った

８１

２２％

その他

クラブ活動

ボランテイア

アルバ朴

買い物

学生の登下校時

地域の行箏

大東キャンパス祭

実習

件数

図１３ 学生とふれあう場所

２２

２２

２３

３１１

１５⑨

１・ １・ ・ ㍗

３） 「大 東キ ヤン パス 祭Ｊ への 来校 者は ９８名

（２６．１％）で
あ り、性 別

で は 鍔 性 ４４ 名（４４．９
％）
、

女性 ５４ 名 （４３．５％） と性別 によ る 差はな かっ

た、 年齢 別で は、 ５０ 歳代 ４１名 （３１．５％） が最

も多 く、３０ ４ い ５０歳代 で ８１．６％ を 占めた （図

１４）

迎 け 大東キャンパス祭」へ来校の有無にかかわ

らず 「大 東キ ャン パス 祭」 は、 学 生 と地域 の方

との 「交 流」 の場 になっ て いる かにつ いて は、

「大変よい機会」「まあまあよい機 会Ｊと考完て

い る 人 は ３５１ 名 （９５．９％） で、
「大 東 キ ャ ン パ

ス祭Ｊ を 「交流一 の機会と捉完られていること

がわ かっ た （図 １５）。

㎜１。 大 東地 域に 看護学 部 を誘 致 したこと によ

る看護学への関心について

４年制大学の看護学教育の施設ができたこ

と で ｒ看 護学 に対 する 関心」 につ いて ４ 段 階

図１４ 隼齢別 大東キ却ンパス来校者

人数 … 瞳

隼餅葬 淋 諦 叙

あまり良い機 良い機会では
会ではない

１０
ない

４

概

で調 査 した緒 果、 「大 変商ま っ た一 「ま あ まあ 高

まっ た一 が１⑤４件 （４５．４％）、 「あま り変 わら な

い一 「変 わら ないＪ ２１３ 名 ／５４．６％） であ った、

隼齢 別 のｒ看 護部 への 関心一は図 １７ に示 した。

ｒ霜護部への関心一 は ｒ地区Ｊ 雌 別一「年鯖」

ザ公 開講 座。健 康セミ ナ ㍉ へ の参加 固 数、 肱

報 だいとう」 を読 んだ 固 数な どにつ いて は差 が

なかっ た、 公 闘講 座。 健康 セミ ナ ー へ の 参加

や調査に協カ したことなどから得られた知識を

ｒ健康維持・増進」 のために 「活 剛 や ゼ気を

つ けてい るＪ こと とは 有意 差 があり、 得 ら れた

知識や情報を生活のために実践 している方は看

護 学 部 へ の 関 心 に 緒 び つ い て い た （ｐ〈０．０５〉。

次に、学 生との 交流 につ い ては、 ｒ学 生と のふ れ

あう機会一や「キヤンパス祭に来校一 「学生との

交流Ｊ に関 して は有 意差 （ｐ〈０，００５） があり、

ｒキ ャ ンパス 祭Ｊ や 「学 生と の交流」 を通 して

一 ８ 一



関 心が 深まる こ とが わか った。

図㈹ 看護学部への関心

ら な い
盲
７９
宕

２つ％

図〃 年齢別看竈学部への関心の割合

大変高

ま っ た壱
３５
、

富非當に関心淋ある
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延べ ４９１ 名 （１９．１％）、 大 東町僅 民の 畷 査へ

の協カＪ とその報薔書の 肱 報だいとうＪの読者

は 男５０ 名、 延べ 参加 者 は １１７８ 名 （８⑪。９％） で

あ り、 健康 に 関する 情 報は、 講演 や記 念館 の蒐

学よ り ｒ広 報 だい とう一 で 得てい る こと がわ か

っ た、そ して 調査 への 協カ 者 は「広 報 だい とう一

を読な傾陶にあったことから 臓 査への協カＪ

が健 康へ の関 心に 緒 びつ いた と思 わ れる、
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【考 察】

１、 こ れま で行 っ た公 開 講座 。健 康 セミ ナ

ー 。吉 岡弥 生記 念館 での 展添 。健簾 づく り旛

援 実践 セミ ナー 。ＭＯＮＡＣ の 活動 が太 東 町往民

の健康観①保健行動へ与え沈 影響

本学部が旧大東町に誘致さ枇８隼冒を迎克、

本学が行ってきた上記のことが大東地域の住民

の健康観や保健行動にどのような影響をもたら

した かにつ いて ４０２ 名 を対 象に調 査 した緕 果、

以下の参カ卿蕎数と述べ参加者数は團 １７ に示す

よ 弓 に
為
公 開 講 座。 健 康 セ ミ ナ ー邊記 念 館 箆 学 昌

健康づくり晦援実践セミナー 州Ｏ脇Ｃ の活動へ

の参カ卿者４２５名延べ 蝸９名であり ｒ健康一 へ

の 関心 に緒 びつ いて いる こと がわ かっ た。 その

参カ蘭者 を分類 する と、 公 闘講座 靱 健康セ ミ ナー

への参カ胴や弥生記念館の轄別展の晃学は１７５各

⑬鶏 愛⑬鶏 逐⑬鴇 ６０鴇 餐⑬鴇 渕⑭鶏

これまでの情報から に健康」 に気をつけ ｒ活

用 している」項 目は、 「食生 活と 運動一であ っ た、

食繋 では、 食材の 選 択、 摂取方 法、 バラ ンス、

病気 の予 防を 考克 た 食生 溝に気 をつ けて いる こ

とが わか った。 大 東住 民 を対 象 に行っ た ２００塁

焦の調 査 でも 「質 。 量と もにき ちん と した食 事

をする割含一 や ｒ自分の食事に閥題があると考

克、 改韓 意欲 のあ る 蕎の 割含Ｊ は、 金国 乎均 を

上固っ て いた魯）（薯００３） こと、 今後 の希望 する

受講 の内 容に も食 生 滑に 関する こと が多く、 さ

らに ザ健 巌の 維鋳 。増 進一 に関 心 がある こと が

わかっ た、 こ れは、 ４ 固 にわ たりｒ食一につ い て

の 調 査を 行っ てい る こと が影響 して いる とも 考

えら れる螂と 関連 する 運動 は 閉 ごろ から 健康 維

持や増進のために意識的に体を動かし運動をし

て いる 割 含」 は、 全 国平均 より 高く ウォー キ ン

グや 体を動 か すこ と を実 践 して いる 傾肉 にあっ

た 、

一方、 全体の 傾 向を見 る と今ま で 行っ てき た

俊開講座や記念館の蒐学、 肱 報だいとう」で得

られた情報を ｒ積極的に生瀞に溝朋する一 こと

は １４％ である こ とか ら、保健 行動 を 変容 させる

ま で に は いた っ て いな か っ た。 「健嬢 に 関 する

知識や情報が増えるだけでは健康の変容は変わ

ら ない」⑬） とい わ れ今固 の調 査 から もその 傾 陶

が見ら れた。
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こ れま で大 東地 域の 往民 を対 象に行っ てき た

２００２年 から ２００４年 の「往 民の 健康・健 康習 慣」

では、 健康 に関 して 「異常 な し」 ｒ ｒ要 注意 者」

を健康群、ｒ要医療者」「継続医療者」 を不健康

群 と し年 度 によ り 差 はある が健 康 群は ３５％ 一

５０％、
不 健 康 群 は ５０％ 以 上 で あ る こ と、 ４０ 歳

代から ５０ 歳代の男女は良好な健康状態を保持

している と感 じて いる が有 訴率 は全 国の平 均よ

り も高い こと な ど （２００４） から も住 民の二 一 ド

を 反映 し、 住 民自 身 が主体 的に 健康 への関 心 を

持ち、 健 康の 維持 ・増 進に 向け た企画 が必 要と

恩 わ れ る。

今 回の 調査 で は健康 に 関する セミ ナーへ の受

講希 望者 は７０％ であっ た こと、講 座受 講の 希望

は、 最 も多い の が「血管 系の 疾病 に関す るこ と」

「ひ ざや 骨な ど整 形外 科 に関 す る こと」 ｒ心 の

間題」 「がんの早期発見」 「認知症のケア」「病

気に 関する こと」 な どの「病 気に 関する こと」で

あった。 次に 「食生活」 「健康管理」「生活習慣

病」 に 関す る こ と であ っ た。 こ れ ら の 内 容 は

ＭＯＮＡＣ の 健 康 調 査 の結 果 に も 健康 の 課 題 と

し て あ げ ら れ て い た。

今後 のさ らに 健康 観を 高め、 健康 の維 持・増

進 を僅 民が主 体 的に推 進 できる に は、 今ま で行

っ てき た調 査緒果、 今 回の調 査 緒果 な どを もと

に保 健 所・教 育委員 会な どの行 政機 関と連 携 し

往民の健康関する二一 ドの把握や保健行動が変

容で きる 教育 支援 の企画 や実 践す るた めの シス

テム の構 築の 必 要性 が示 唆さ れた。

２． 看護 学へ の 関心 につ い て

１） 佳民と学生の交流

大東に当学部が誘致され大東の周辺に学生が

生 活 し大 学 に 通 う こ と で、 「町 が活 性 化 した」

「町が明るくなった」「活力を感じる」「若い人

が増 乏てうれしい」「挨拶をする学生から元気

をも らう」 な ど好 意的 な意 見 が多 かっ た。 一方

学生 も地 域の 方々 と交 流する こ とで ｒ知 らない

人 から も 挨拶 を して もら え てう れ しい」 「いろ

い ろ な こ と に 心 配 り を して い た だ い て い るＪ

ｒお 祭り に誘 って いた だき地 元 住民に な れた」

「キ ャンバス 祭を共 同 開催 し往民 の方 のあ りが

た さを 感 じた」 「自然 の美 しさ に感 激 した一な ど

の 感想 を教員 との 懇話 会 で述べ てい る。 東京 近

郊出 身 の学 生が多 いこ と から自 然 に親 しみ、 地

域の 方 に支支 ら れつつ 大東 での 生活 に馴 染ん で

き た と 思 わ れ る。

ま た 交流の 機 会は、 通勤 のほ かは 「高 齢者 の

方との 交流」 「幼稚 園や小 申学校」 「交流 会」

「キ ャ ン パ ス 祭」 「お 祭 り」 な どであ っ た が、

「学 生 が主体 になっ て地 域と の交 流 を積極 的 に

して ほ しい」 「大東 の よ いと こ ろ を知 っ て ほ し

い」 な どの意見 があ った こと から、 学 生 がいろ

いろな 活動 を通 して 地域 の方 と交 流す る機 会 を

作 るこ と で、 学 生 はさら に地 域で 生活 する こと

の 大切 さ を学ぶ と思 わ れる。

２） 看護 学 への 関 心に つい て

「看護 学へ の関 心」は、公 開講 座・健 康セ ミナ ー、

吉 鰯 弥 生記 念 館の 特 別 展の 見 学、 「公 報 だい と

う」 の調 査 結果 の記事 を読 むよ り、 実 際に 大学

に来 て いた だき 学生や 教員 との 交流 を通 して 関

心 を も っ て い た だ い て い る こ と が わ か っ た。 こ

れら は、 大東 地域 への キャ ンパ ス誘 致に よる 変

化 の中 で、 「も っ と学 生 が 地 域の 方 と交 流 す る

こと によ り親 しみ が湧 き存 在感 が生 じる」 な ど

の意 蒐 があっ たこ とな どか らも 理解 でき る。 特

に本 学は ４年 生の前 期 の大 東地 域で の実習 を 除

く と １年 生だ けが大 東 での 生活 になる の で僅氏

の 方 とは 「大 東キ ャンパ ス 祭」 や地元 で行 わ れ

る「お 祭り」な どが主 な 交流の 場と なっ て いる。

今 後の 課題と して は、 積極 的 に大学 の 教職員

も 学生 と… 体と なっ て地 域住 民の 二一 ズ に応 じ

た 交流 の機 会 を創 造 して いくべ き であろ う。 そ

れ淋看護学への関心の高まりとなれば幸いであ

る
。

１
．

ほ とめ】

今 回の 調査 から以 下の こと が わかっ た。

ｒ健 康観」 への関 心 を高め る ため に平成 １０

年 か ら 実施 してき た 公開 講座 や セミ ナ ー は、

大東地域の佳民の 「健康観」 を高め 「健康

の 維 持 ・増 進」 へ の関 心 へと 結 びつ い た。
一 方、 「健康 の 維持・増進」 ができ る ための
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学習 や 情 報提 供は、 日常 生活 の 中で 実践 で

きる よう な 内 容が 必 要であ る こと が 示 唆さ

れ た 。

希望 の講 演 やセミ ナー の内 容は、 食 事・

疾 病の 予 防に 関する 健康管 理 に関す るこ と

で あり、 こ れら は保 健所・ そ の他の 行政機

関 と連携 する こと で住 民の 二一 ズに応 えら

れ ると 考乏 ら れる。

２、 看 護学部 が大 東地 域の 誘致 により 開設 さ れ

たこ とで、 大 東地 域で 学生 が生活 する こと

で「町が活性化した」「「町が明るくなった」

ｒ挨拶をする学生から元気をもらう一 など

学 生 は肯 定的 に受 け入 れてい ること が わか

っ た。
一 方、 学 生 は 地 域 の 方 々 と 交 流 す る

こ と で 「自 然の 美 しさ」 だけ でなく 地域 の

方 に支 えら れ ｒ往 民」 と して 生活 ができる

よ う に な っ た と 思 わ れ る。

３．
看 護 学 部 へ の 関 心 は、 「キ ャ ン パ ス 祭」・「看

護 学実 習」 な どの学 生と の 交流 を通 して関

心 が 高 ま っ て い る こ と が わ か っ た。 今 後 は、

さら に 教職 員 や学 生 が一 体と なり 住 民 の二

一 ズ に 応え ら れる 取 り組 み が看護 学 部の 発

展 へ と結 びつ く。
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聖 路 加 看 護 大 学 学 会 誌 ｖｏ１９ ｎｏユ ｐｐ．３７・４４ ２００５

３ｊ 菱 沼 典 子 ・川 越 博 美・ 松 本 直 子 ・新 幡 智 子 ・ 石 州 遭 子 ：

看護大学か ら市 民への健康情報の提供 一聖 路加健康ナ

ビ ポ ッ ト「る か な び」の 試 み 一．聖 路 加 大 学 紀 要（３１）、

ｐｐ，
４６－ ５０ ２００４

司〕 高 野 頗 子 ・ 耗 木 三 和 ・ 大 見 サ キ エ， 坂 本 真 理 子 ・ 他

４名：看護学部が住民と協働する健康な地域づく り ヘ

ルス プロモーショ ンを基 盤に 愛知医科大学看護 学部
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正 誤 嚢

ぺ一ジ 行 誤 正

１ 】１ だ け で な＜ の 体 験 や だ け で な く、 ‘ 人暮 ら しの 体 籔 や

２ 左 列ｊ ６．
２ 使 い た。 用 い た。

図１ 上 干 東 上 佐 東

下 千 東 下 佐 東

右 列 ２．
３ 資 料、・２ 資 料２－１， ２－２

６ ３６４名 ３３５名

３ 左 列 フ 資 糟２お よ ぴ 資 料３づ、
３－１ 資 料２－１，

２－２

右 列 ５． ξ 調 査 を 案 施 した。 調 査 を 案 旛 し た（資 料１） 。

４ 左 刻 ４
．

４ ９８８年 ９９８察

右 列 １ いと う」 へ 報 告 書を 読 ん だ いと う」 の 報 告 書 を議 ん だ

着 列 表３
表３ 「広 報 だ いと う」 を 誘 ん だ 看 の

健 尉 と 人 数
嚢 番 号 （３） を肖靱除

右 列 ５、 嗜 爾 彌 生言己念 の 見 学」 岡 彌 生 記 念 館 の 見 学」

１１ 「活 用 して い な」 幅 用 して い な い」

９ 左 列 、． ９ 剛 ７ 酬 ８

１２ 焔９名 ６６９名

右 列 ２２ え られ る．と 関 違 す る 運動 は え ら抗 る。 次１二運 醐 ま

５ 右 列 ③ ３ 「時 々 気 を つ げ る 表う１二な っ た」 を６４ 「時々 気 をつ１ナる よ う に な った」 ６４

？ 左 列 １． １３ 来た い」 期 待」

１０ 左 列 ２７ 往民 の 健 康 関 す る 住 民の 健 療 に 闘 す る

右 翻 ２） ３ 「公 報 だ い と う」 ｒ広報 だ いと う」

ｉ３ ㎜”^ ｃコ ミ ュ ニテ ィ ーサ ー ビス 参 加 蕎
資 糟２－１

９㎝ Ｃ^＝１ミ ュ ニ テ ィ ー サー ビス 参 加 者

１４ 靱ＯＭＣコ ミ ュ ニテ ィ ーサ ー ビス 参 加 看
資 料２－２

㎜ ＭＣコ ミ ュ ニ ティ ー サ ー ビス 参 加 看




